
（制限時間　45分）

商業教育140周年記念
第40回　（令和６年度）

全国高等学校簿記競技大会問題（第１部）

　注　意　事　項　

⑴�　解答は，すべて解答用紙に記入すること。なお，教科書に基づき日頃学校で指導を受けている記帳の方法

によって，正確・迅速・整然と記帳すること。

⑵　鉛筆および消しゴムで消せるボールペンの使用は認めない。

⑶�　机上には，競技番号札・ボールペン（黒・赤）・電卓・そろばん・定規・タイマー以外おかないこと。

なお，物品の貸借はしないこと。

⑷　赤記すべきところは，赤のボールペンを使用すること。

⑸�　記帳したものを訂正する場合は，教科書に基づき日頃学校で指導を受けている方法によって訂正すること。

なお，訂正印は省略する。
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（30点）

　下記の取引の仕訳を示しなさい。ただし，勘定科目は，次のなかからもっとも適当なものを使用すること。

現金 小口現金 当座預金 電子記録債権 売掛金
売買目的有価証券 仕掛品 未収入金 繰延税金資産 仮払金
仮払法人税等 備品 備品減価償却累計額 支払手形 電子記録債務
買掛金 未払金 未払法人税等 繰延税金負債 営業外支払手形
資本金 資本準備金 自己株式 新株予約権 売上
役務収益 有価証券利息 有価証券売却益 固定資産売却益 新株予約権戻入益
仕入 役務原価 減価償却費 消耗品費 旅費交通費
通信費 有価証券売却損 固定資産売却損 法人税等

⑴ 　岐阜商事株式会社（決算年1回　3月31日）は，定額資金前渡法（インプレスト・システム）を採用し
ており，庶務係が定額資金として\67,000 を管理している。本日，会計係は9月分の支払高について，次
のとおり報告を受けた。なお，同月をもって小口現金を廃止することになっており，残額は従業員の出張の
さいに用いる電子決済用のICカードにチャージした。

　　　旅費交通費　¥32,000　　通信費　¥15,400　　消耗品費　¥17,600

⑵ 　群馬商事株式会社（決算年1回　3月31日）は，令和5年11月15日に接客用の応接セットを¥2,460,000 
で買い入れた。代金は現在使用している応接セットを¥990,000 で引き取らせ，下取価格との差額は約束
手形を振り出して支払った。ただし，現在使用している応接セットは令和5年9月1日に¥1,980,000 で買
い入れたものであり，同日より使用を開始した。同社は応接セットの減価償却について定率法（償却率40％）
で計算し，間接法により記帳している。

⑶ 　山形商事株式会社は，営業用に携帯電話を新規に購入し，¥58,000 を現金で支払った。なお，代金のう
ち¥50,000 は本体代金であり，金額が¥100,000 未満のため費用として処理した。また，残額は契約事
務手数料のため，本体代金とは別の勘定を用いて処理した。

⑷ 　広島文具堂は，鉛筆専門店から販売用の鉛筆（鉛筆αを100ダース，鉛筆βを50ダース，鉛筆γを40ダー
ス）を購入し，代金は翌月に支払うこととした。同店との直近3回の取引は次のとおりで，今回を含め取引
単価に変更はなかった。

取引日 鉛筆α 鉛筆β 鉛筆γ 取引総額
4月5日 140ダース 40ダース ─ \84,200
5月2日 140ダース ─ 30ダース \81,500
6月7日 ─ 50ダース 50ダース \65,500

⑸ 　宮城商事株式会社（決算年1回　3月31日）は，令和6年2月23日に売買目的で保有している奈良商事
株式会社の社債のうち5分の3を額面\100 につき\98.36 で売却し，代金から売却手数料\188,910 を
差し引いた金額と，利払日の翌日から売却日までの端数利息\53,568 が当座預金口座に入金されたことを
確認した。なお，同社は売却手数料について売却損益に含めて処理している。ただし，この社債は令和5年
8月24日に額面\100 につき\97.12 で買い入れたものであり，買入手数料\233,120 とともに代金を支
払っている。なお，利払日は9月末日と3月末日であり，年利率は0.45％である。

⑹ 　青森サービス株式会社は，本日，顧客Ａに対するサービス提供が完了し，当座預金口座に対価である
\624,000 が入金されたことを確認したので，\624,000 を役務収益に計上した。また，それまでに仕掛
品に計上されていた諸費用\419,000 と，追加で発生した外注費\23,000 を合わせて役務原価に計上し
た。なお，追加で発生した費用の支払期日は翌月15日である。
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⑺ 　株式会社長崎物産は，買掛金の支払いのため，取引銀行を通じて電子債権記録機関に譲渡記録の請求を行
い，保有する電子記録債権のうち20％を譲渡した。なお，当社の保有する電子記録債権は次のとおりであっ
た。

2024年7月5日
株式会社長崎物産　様

［利用者番号：×××］
電子記録債権に係る残高証明書

大分電子債権記録株式会社

　貴社を電子記録債権に係る当事者，大分電子債権記録株式会社を電子債権記録機関とする，「でんさい」
の金額（残高）および件数は下記のとおりです。

記
1．基準日
　　　2024年6月30日
2．残高証明の対象となる決済口座
　　　全商銀行大分支店　当座 1234567
3．残高
　⑴ 債権残高 件数合計 2件

残高合計 \1,000,000

　⑵ 債務残高 件数合計 1件
残高合計 \600,000

　⑶ 電子記録保証残高 件数合計 0件
残高合計 \0

　⑷ 特別求償権残高 件数合計 0件
残高合計 \0

　⑸ 求償権残高 件数合計 0件
残高合計 \0

以上

⑻ 　高知商事株式会社は，期首に株主還元策として，自社の発行済み株式を1株につき\1,000 で取得し，代
金は小切手を振り出して支払った。今回の取得により，株式の自社保有率は2％となった。なお，前期末に
おける純資産総額は\11,880,000 1株あたり純資産は\1,200 であり，発行済み株式総数は10,000株で
ある。

⑼ 　沖縄商事株式会社は，新株予約権20個を1個につき\52,000 で発行していたが，権利行使最終日，発行
済み新株予約権のうち8割5分の権利行使があったので，新株（新株予約権1個につき30株を付与）を発行
し，1株につき\87,000 の権利行使価額が払い込まれ，全額当座預金とした。ただし，会社法に規定する
最高限度額を資本金に計上しないことにした。また，3個の権利については行使されなかったため失効した。

⑽ 　京都商事株式会社は，決算において法人税等を計上した。なお，同社の税引前当期純利益は 
\2,389,000　期末における将来減算一時差異の額は \123,000　将来加算一時差異の額は \32,000　 
当期の法定実効税率は30％である。また，中間申告のさい\348,000 を納付しており，仮払法人税等勘定
に記帳している。
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（　　　　　　） （　　　　）
普　通　預　金 88,600

売　　掛　　金 461,000
当　座　預　金 93,700

有 価 証 券 利 息 1,600
売　　掛　　金 3,400

仮　　受　　金 8,000
売　　掛　　金 605,100

（10点）

　神奈川商店の5月31日における略式の伝票によって，仕訳集計表を作成しなさい。ただし，下記の取引に
ついて必要な伝票に記入したうえで計算すること。
　なお，ⅰ 　仕入・売上の各取引は，代金の決済条件にかかわらず，すべて，いったん掛け取引として処理す

る方法によっている。
　　　　ⅱ　1枚の伝票には，貸借それぞれ1科目だけ記入することにしている。

取　　引
5月31日 　横浜商店に商品\456,840 を売り渡し，代金のうち\150,400 は同店振り出しの小切手で受け

取り，残額は掛けとした。
 　 〃日 　電子債権記録機関に発生記録の請求を行い，川崎商店に対する買掛金\123,220 を電子記録債

務とした。

2

（　　　　　　） （　　　　） （　　　　　　） （　　　　）
（　　　　　　） （　　　　） （　　　　　　） （　　　　）

売　　掛　　金 724,630 売　　　　　上 724,630
当　座　預　金 637,652 受　取　手　形 637,652

発　　送　　費 5,963 当　座　預　金 5,963
電 子 記 録 債 権 473,640 売　　掛　　金 473,640

売　　掛　　金 914,520 売　　　　　上 914,520
仕　　　　　入 276,430 買　　掛　　金 276,430

有　価　証　券 359,670 当　座　預　金 359,670
買　　掛　　金 281,600 支　払　手　形 281,600

支　払　手　形 364,200 当　座　預　金 364,200
発　　送　　費 4,649 当　座　預　金 4,649

売　　掛　　金 710,800 売　　　　　上 710,800
買　　掛　　金 175,200 支　払　手　形 175,200

備　　　　　品 214,000 未　　払　　金 214,000
仕　　　　　入 816,100 買　　掛　　金 816,100

買　　掛　　金 61,900 前　　払　　金 61,900
買　　掛　　金 28,200 仕　　　　　入 28,200

消　耗　品　費 7,130 普　通　預　金 7,130
受　取　手　形 871,700 売　　掛　　金 871,700

売　　掛　　金 933,900 売　　　　　上 933,900

 振替伝票（借方） 
仕　　　　　入 379,500

 振替伝票（貸方） 
買　　掛　　金 379,500

 入　金　伝　票 
売　　掛　　金 259,200

（　　　　　　） （　　　　）
前　　払　　金 16,480

租　税　公　課 5,090
買　　掛　　金 324,200

消　耗　品　費 780
発　　送　　費 2,450

買　　掛　　金 461,100
備　　　　　品 253,300

 出　金　伝　票 
買　　掛　　金 373,700
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3 （30点）

　熊本商店（個人商店）の下記の取引と解答用紙の各帳簿に記載されているデータを参考にして，次の問いに
答えなさい。
　ただし，ⅰ　商品売買取引はすべて掛けで行い，翌月に前月分を決済する。なお，これまでの取引はすべて
　　　　　　予定どおりに正しく処理されている。
　　　　　ⅱ　取り扱っている商品は次のとおりであり，これ以外の取引はない。

品名 仕入先 取引開始日
Ａ品 八代商店 令和2年1月1日
Ｂ品 天草商店 令和3年3月6日
Ｃ品 南九州商店 令和6年1月9日

　　　　　ⅲ 　販売単価は，月初有高をもとに原価の40％の利益を見込んで決定する。なお，Ｃ品は初回購
入時の価格を用いて計算する。

　　　　　ⅳ　総勘定元帳への転記は，日付と金額を示せばよい。
　　　　　ⅴ　補助簿は，月末に締め切るものとする。また，摘要欄は繰越記入以外は記入不要とする。
　　　　　ⅵ　商品の払出単価の計算は，移動平均法による。

　　⑴　取引を総勘定元帳に転記しなさい。
　　⑵　売掛金元帳，買掛金元帳，商品有高帳（一部）に取引を記入し，締め切りなさい。
　　⑶　1月末の合計残高試算表を作成しなさい。

1月中のすべての取引

1月　8日　天草商店に対する前月分の代金を小切手を振り出して支払った。

　　　9日　南九州商店から商品を400箱（1箱あたり\275）仕入れた。

　　 10日　所得税の源泉徴収額\25,000 を現金で納付した。

　　 12日　霧島商店に対する前月分の代金を小切手で受け取り，ただちに当座預金に預け入れた。

　　 15日 　天草商店から商品を310箱（1箱あたり\391）仕入れた。なお，仕入れによりＢ品の在庫は，
620箱となった。

　　 19日　霧島商店に対して以下の商品を販売した。
　　　　　　　　Ａ品　　　240箱
　　　　　　　　Ｂ品　　　280箱
　　　　　　　　Ｃ品　　　130箱

　　 22日　八代商店に対する前月分の代金を小切手を振り出して支払った。

　　 23日　鹿屋商店に対する前月分の代金を小切手で受け取り，ただちに当座預金に預け入れた。

　　 25日 　給料\215,000 について，所得税の源泉徴収額\25,500 を差し引いた残額を，小切手を振り
出して支払った。

　　 26日　水道光熱費\16,750 が普通預金口座から引き落とされた。

　　 29日 　八代商店から商品を600箱（1箱あたり\671）仕入れた。なお，仕入れによりＡ品の在庫は，
660箱となった。

　　 30日 　鹿屋商店に対して以下の商品を販売した。
　　　　　　　　Ａ品　　　380箱
　　　　　　　　Ｂ品　　　310箱
　　　　　　　　Ｃ品　　　100箱
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4  （30点）

　岩手商事株式会社（会計期間2023年4月1日から2024年3月31日）の決算整理前元帳残高（解答用紙の
残高試算表欄に記入済み）と次の決算整理事項により精算表を完成しなさい。なお，解答の便宜上，金額を小
額で示している。

元帳勘定残高

当 座 預 金 \  82,050 電 子 記 録 債 権 \  16,700 売 掛 金 \  12,800

売買目的有価証券 7,590 繰 越 商 品 3,076 仮 払 消 費 税 20,967

建 物 26,800 備 品 3,120 土 地 179,527

その他有価証券 9,520 繰 延 税 金 資 産 4,971 買 掛 金 22,770

仮 受 消 費 税 37,584 借 入 金 100,000 退職給付引当金 10,050

資 本 金 100,000 利 益 準 備 金 36,854 繰越利益剰余金 709

売 上 375,840 仕 入 207,612 給 料 102,993

水 道 光 熱 費 2,301 保 険 料 270 支 払 利 息 3,510

決算整理事項
　ａ ．期末商品は次のとおりである。なお，棚卸減耗損および商品評価損は売上原価の勘定に含めずに表示す

る。
帳簿棚卸数量 実地棚卸数量 原価（単価） 正味売却価額（単価）

Ａ品 10個 10個 \265 \130
Ｂ品 8個 5個 \204 \310

　ｂ ．売上債権に対して5％の貸倒引当金を設定する。なお，電子記録債権\16,700 は得意先秋田商店に対
する債権を2024年2月1日に電子データ化し，電子債権記録機関に登録したものである。

　ｃ．建物および備品について，減価償却費を計上する。
使用開始日 取得原価 残存価額 耐用年数 償却方法 償却率

建物 2014年 6月1日 \48,000 零（0） 20年 定額法 0.05
備品 2021年12月1日 \  6,000 零（0）  5年 定率法 0.40

　ｄ．保有する有価証券は次のとおりである。
　 分　類 　 株　数 時価（1株あたり）

南北物産株式会社 売買目的有価証券 10株 \312
東西工業株式会社 売買目的有価証券  5株 \803
北海道運送株式会社 そ の 他 有 価 証 券 10株 \992

　ｅ ．保険料勘定残高のうち，当期の保険料は月額\15 の\180 であり，残額は2024年4月1日から2024年
9月30日までの6か月分である。

　ｆ．借入金の明細は次のとおりである。よって，当期末における利息の未払高を計上する。

借　入　金　明　細　表
借入先 期末現在高 利息発生額（期中） 利息未払高（当期首） 利息支払高（期中） 借入理由
甲銀行 50,000 2 ,200 880 2 ,640 土地購入
乙銀行 50,000 2 ,100 350 2 ,100 運転資金

（単位：円）
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　ｇ．消費税の処理を行う。

　ｈ．当期分の退職給付費用を計上し，当期末における退職給付引当金を\10,570 とする。

　ｉ ．次の⑴から⑸について税効果会計を適用する。なお，法定実効税率は30％とし，繰延税金資産と繰延
税金負債は相殺しないで表示する。

　　⑴ 　前期末に計上した商品評価損\650 が損金として認められていなかったが，当期中に該当商品を販
売したため，損金として認められた。また，当期末に計上した商品評価損の全額が損金として認められ
なかった。

　　⑵ 　前期末の売掛金に対して貸倒引当金を計上していたが，そのうち\960 については損金として認め
られていなかった。当期において該当の売掛金が回収不能となったため，\960 が損金として認めら
れた。また，当期末に計上した貸倒引当金繰入額のうち\1,180 が損金として認められなかった。

　　⑶ 　前期末の減価償却費の償却限度超過額の累計は\4,240 であった。当期末に計上した減価償却費の
うち，償却限度超過額\480 が損金として認められないため，当期末の償却限度超過額の累計は\4,720 
となった。

　　⑷ 　前期末における退職給付引当金は\10,720 である。当期中に退職一時金\670 を支払い，同額が損
金として認められた。また，当期末に計上した退職給付費用の全額が損金として認められなかった。

　　⑸ 　前期末にその他有価証券の評価替えを行い一時差異を認識したが，当期首に再振替仕訳を行っている。
なお，当期末も評価替えを行ったため，将来加算一時差異を認識する。

　ｊ ．税引前当期純利益は\51,600 である。上記ｉにより求めた課税所得\52,850 の30％を法人税・住民
税及び事業税額とする。

1−6



全国大会用

第40回（令和６年度）第１部〔解答用紙〕

番号 氏名

1 審 2 審 3 審

1 部
総得点

得点
1

得点
2

得点
3

得点
4



借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

1

1



仕　訳　集　計　表
令和6年5月31日

借　　　　　方 元
丁 勘　定　科　目 元

丁 貸　　　　　方

現 金

当 座 預 金

普 通 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

電 子 記 録 債 権

有 価 証 券

前 払 金

備 品

支 払 手 形

買 掛 金

（ ）

未 払 金

仮 受 金

売 上

有 価 証 券 利 息

仕 入

発 送 費

消 耗 品 費

租 税 公 課

2

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

⑼

⑽

得点

2
得点

1
番号 氏名

2



3
総　勘　定　元　帳

現 金 1 当 座 預 金 2
1/ 1 前期繰越 122,700 1/ 1 前期繰越 972,300

普 通 預 金 3 売 掛 金 4
1/ 1 前期繰越 226,700 1/ 1 前期繰越 747,500

繰 越 商 品 5 備 品 6
1/ 1 前期繰越 317,350 1/ 1 前期繰越 727,000

買 掛 金 7 借 入 金 8
1/ 1 前期繰越 638,550 1/ 1 前期繰越 450,000

所 得 税 預 り 金 9 資 本 金 10
1/ 1 前期繰越 25,000 1/ 1 前期繰越 2,000,000

売 上 11 仕 入 12

給 料 13 水 道 光 熱 費 14

売　掛　金　元　帳
霧 島 商 店 1 鹿 屋 商 店 2

1/ 1 前月繰越 312,500 1/ 1 前月繰越 435,000

買　掛　金　元　帳
八 代 商 店 1 天 草 商 店 2

1/ 1 前月繰越 396,000 1/ 1 前月繰越 242,550

南 九 州 商 店 3

　⑴

　⑵

3



商　品　有　高　帳
（移動平均法） 単位：箱

令和
6年 摘　　　要

受　　　　　入 払　　　　　出 残　　　　　高
数量 単価 金　額 数量 単価 金　額 数量 単価 金　額

1 1 前 月 繰 越 300 660 198,000 300 660 198,000

（一部）
品 名　　　Ａ　品

（移動平均法） 単位：箱

令和
6年 摘　　　要

受　　　　　入 払　　　　　出 残　　　　　高
数量 単価 金　額 数量 単価 金　額 数量 単価 金　額

品 名　　　Ｃ　品

得点

3

合 計 残 高 試 算 表
令和6年1月31日

借方残高 借方合計 元
丁 勘定科目 貸方合計 貸方残高

1 現 金
2 当 座 預 金
3 普 通 預 金
4 売 掛 金
5 繰 越 商 品
6 備 品
7 買 掛 金
8 借 入 金
9 所得税預り金
10 資 本 金
11 売 上
12 仕 入
13 給 料
14 水 道 光 熱 費

　⑶

4



4

精　　　算　　　表
2024年3月31日

勘　定　科　目 残 高 試 算 表 整　理　記　入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表
借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方

当 座 預 金 82,050
電 子 記 録 債 権 16,700
売 掛 金 12,800
売 買 目 的 有 価 証 券 7,590
繰 越 商 品 3,076

仮 払 消 費 税 20,967
建 物 26,800
備 品 3,120
土 地 179,527
そ の 他 有 価 証 券 9,520
繰 延 税 金 資 産 4,971
買 掛 金 22,770
仮 受 消 費 税 37,584
借 入 金 100,000
退 職 給 付 引 当 金 10,050
資 本 金 100,000
利 益 準 備 金 36,854
繰 越 利 益 剰 余 金 709
売 上 375,840
仕 入 207,612
給 料 102,993
水 道 光 熱 費 2,301
保 険 料 270
支 払 利 息 3,510

683,807 683,807
棚 卸 減 耗 損
商 品 評 価 損
貸 倒 引 当 金 繰 入
貸 倒 引 当 金
減 価 償 却 費
有 価 証 券 評 価 損
その他有価証券評価差額金
前 払 保 険 料
未 払 利 息
未 払 消 費 税
退 職 給 付 費 用
繰 延 税 金 負 債
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等
未 払 法 人 税 等
当 期 純 利 益

（単位：円）

5



得点

4

6



全国大会用

第40回（令和６年度）第１部〔審査基準〕

2

3 4 1 部
合計

1 2 点× 5 ＝10点

3 点×10＝30点3 点×10＝30点

3 点×10＝30点

100点



借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

⑴

旅 費 交 通 費

通 信 費

消 耗 品 費

仮 払 金

32,000

15,400

17,600

2,000

小 口 現 金 67,000

⑵

減 価 償 却 費

備 品

固 定 資 産 売 却 損

198,000

2,460,000

792,000

備 品

営 業 外 支 払 手 形

1,980,000

1,470,000

⑶
消 耗 品 費

通 信 費

50,000

8,000

現 金 58,000

⑷ 仕 入 101,400 買 掛 金 101,400

⑸

当 座 預 金 29,136,594 売買目的有価証券

有 価 証 券 売 却 益

有 価 証 券 利 息

29,042,784

40,242

53,568

⑹

当 座 預 金

役 務 原 価

624,000

442,000

役 務 収 益

仕 掛 品

買 掛 金

624,000

419,000

23,000

⑺ 買 掛 金 200,000 電 子 記 録 債 権 200,000

⑻ 自 己 株 式 100,000 当 座 預 金 100,000

1

1



仕　訳　集　計　表
令和6年5月31日

借　　　　　方 元
丁 勘　定　科　目 元

丁 貸　　　　　方

1,671,000 現 金 1,437,100

637,652 当 座 預 金 828,182

普 通 預 金 95,730

871,700 受 取 手 形 637,652

3,740,690 売 掛 金 2,824,440

473,640 電 子 記 録 債 権

359,670 有 価 証 券

16,480 前 払 金 61,900

467,300 備 品

364,200 支 払 手 形 456,800

1,829,120 買 掛 金 1,472,030

（電 子 記 録 債 務） 123,220

未 払 金 214,000

仮 受 金 8,000

売 上 3,740,690

有 価 証 券 利 息 1,600

1,472,030 仕 入 28,200

13,062 発 送 費

7,910 消 耗 品 費

5,090 租 税 公 課

11,929,544 11,929,544

2

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

⑼

当 座 預 金

新 株 予 約 権

44,370,000

1,040,000

資 本 金

資 本 準 備 金

新株予約権戻入益

22,627,000

22,627,000

156,000

⑽
法 人 税 等 744,000 仮 払 法 人 税 等

未 払 法 人 税 等

348,000

396,000

2 点× 5 ＝10点23 点×10＝30点1

2



3
総　勘　定　元　帳

現 金 1 当 座 預 金 2
1/ 1 前期繰越 122,700 1/ 10 25,000 1/ 1 前期繰越 972,300 1/ 8 242,550

12 312,500 22 396,000
23 435,000 25 189,500

普 通 預 金 3 売 掛 金 4
1/ 1 前期繰越 226,700 1/26 16,750 1/ 1 前期繰越 747,500 1/ 12 312,500

19 422,730 23 435,000
30 556,710

繰 越 商 品 5 備 品 6
1/ 1 前期繰越 317,350 1/ 1 前期繰越 727,000

買 掛 金 7 借 入 金 8
1/ 8 242,550 1/ 1 前期繰越 638,550 1/ 1 前期繰越 450,000

22 396,000 9 110,000
15 121,210
29 402,600

所 得 税 預 り 金 9 資 本 金 10
1/ 10 25,000 1/ 1 前期繰越 25,000 1/ 1 前期繰越 2,000,000

25 25,500

売 上 11 仕 入 12
1/ 19 422,730 1/ 9 110,000

30 556,710 15 121,210
29 402,600

給 料 13 水 道 光 熱 費 14
1/ 25 215,000 1/ 26 16,750

売　掛　金　元　帳
霧 島 商 店 1 鹿 屋 商 店 2

1/ 1 前月繰越 312,500 1/ 12 312,500 1/ 1 前月繰越 435,000 1/ 23 435,000
19 422,730 31 次月繰越 422,730 30 556,710 31 次月繰越 556,710

735,230 735,230 991,710 991,710

買　掛　金　元　帳
八 代 商 店 1 天 草 商 店 2

1/ 22 396,000 1/ 1前月繰越 396,000 1/ 8 242,550 1/ 1 前月繰越 242,550
31 次月繰越 402,600 29 402,600 31 次月繰越 121,210 15 121,210

798,600 798,600 363,760 363,760

南 九 州 商 店 3
1/ 31 次月繰越 110,000 1/ 9 110,000

　⑴

　⑵

3



商　品　有　高　帳
（移動平均法） 単位：箱

令和
6年 摘　　　要

受　　　　　入 払　　　　　出 残　　　　　高
数量 単価 金　額 数量 単価 金　額 数量 単価 金　額

1 1 前 月 繰 越 300 660 198,000 300 660 198,000
19 240 660 158,400 60 660 39,600
29 600 671 402,600 660 670 442,200
30 380 670 254,600 280 670 187,600
31 次 月 繰 越 280 670 187,600

900 600,600 900 600,600

（一部）
品 名　　　Ａ　品

（移動平均法） 単位：箱

令和
6年 摘　　　要

受　　　　　入 払　　　　　出 残　　　　　高
数量 単価 金　額 数量 単価 金　額 数量 単価 金　額

1 9 400 275 110,000 400 275 110,000
19 130 275 35,750 270 275 74,250
30 100 275 27,500 170 275 46,750
31 次 月 繰 越 170 275 46,750

400 110,000 400 110,000

品 名　　　Ｃ　品

3 点×10＝30点3

合 計 残 高 試 算 表
令和6年1月31日

借方残高 借方合計 元
丁 勘定科目 貸方合計 貸方残高

97,700 122,700 1 現 金 25,000
891,750 1,719,800 2 当 座 預 金 828,050
209,950 226,700 3 普 通 預 金 16,750
979,440 1,726,940 4 売 掛 金 747,500
317,350 317,350 5 繰 越 商 品
727,000 727,000 6 備 品

638,550 7 買 掛 金 1,272,360 633,810
8 借 入 金 450,000 450,000

25,000 9 所得税預り金 50,500 25,500
10 資 本 金 2,000,000 2,000,000
11 売 上 979,440 979,440

633,810 633,810 12 仕 入
215,000 215,000 13 給 料
16,750 16,750 14 水 道 光 熱 費

4,088,750 6,369,600 6,369,600 4,088,750

　⑶

4



4

3 点×10＝30点4

精　　　算　　　表
2024年3月31日

勘　定　科　目 残 高 試 算 表 整　理　記　入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表
借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方

当 座 預 金 82,050 82,050
電 子 記 録 債 権 16,700 16,700
売 掛 金 12,800 12,800
売 買 目 的 有 価 証 券 7,590 455 7,135
繰 越 商 品 3,076 4,282 3,076 2,320

612
1,350

仮 払 消 費 税 20,967 20,967
建 物 26,800 2,400 24,400
備 品 3,120 1,248 1,872
土 地 179,527 179,527
そ の 他 有 価 証 券 9,520 400 9,920
繰 延 税 金 資 産 4,971 375 5,346
買 掛 金 22,770 22,770
仮 受 消 費 税 37,584 37,584
借 入 金 100,000 100,000
退 職 給 付 引 当 金 10,050 520 10,570
資 本 金 100,000 100,000
利 益 準 備 金 36,854 36,854
繰 越 利 益 剰 余 金 709 709
売 上 375,840 375,840
仕 入 207,612 3,076 4,282 206,406
給 料 102,993 102,993
水 道 光 熱 費 2,301 2,301
保 険 料 270 90 180
支 払 利 息 3,510 790 4,300

683,807 683,807
棚 卸 減 耗 損 612 612
商 品 評 価 損 1,350 1,350
貸 倒 引 当 金 繰 入 1,475 1,475
貸 倒 引 当 金 1,475 1,475
減 価 償 却 費 3,648 3,648
有 価 証 券 評 価 損 455 455
その他有価証券評価差額金 120 400 280
前 払 保 険 料 90 90
未 払 利 息 790 790
未 払 消 費 税 16,617 16,617
退 職 給 付 費 用 520 520
繰 延 税 金 負 債 120 120
法 人 税 等 調 整 額 375 375
法 人 税 等 15,855 15,855
未 払 法 人 税 等 15,855 15,855
当 期 純 利 益 36,120 36,120

70,632 70,632 376,215 376,215 342,160 342,160

（単位：円）

5




